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5. コヒーレント真空紫外光による微小領域の光電子分光

石 川 悦 子

光 電子 分光 章夫は表面 の電子 状態 の情報 を得 る有 力な実験手 段で あ

るが､ これ まで の方法 で は微小領 域 を観 潮 す るの は困難 で あ った｡

この研究 で は､ 表面 の微小領域 を観測す るため に､ 美 空紫外 の コヒ

ー レン ト光 を用 いたマ イクロスポ ッ ト光 電子分 光法 を開発 した｡

YAG レー ザ ーの基本波 か ら周 波 数逓 倍法 に よ り発 生 した第九 高

調波 (1土8nm)の光 を試料 表面 に集 光 した｡ 試料 か ら放 出され

た光 電子 のエ ネ ルギ ー分析 には飛 行 時間 (T 0 F )型 エ ネルギー分

析 器 を用 いた. コヒー レン ト光 の利 用 に よる高 い空間分解 能 とT 0

F型 エネ ルギ ー分析 韓 に よる高 エ ネルギ ー分解 能 が得 られ る｡

T0F型 エ ネ ルギー分析 器 は円筒形 の静 電 レンズか らな る｡ 電子

の運 動エ ネル ギ ー に応 じて電極 電圧 を最 適化 す る必要 が ある ため､

電子 の軌 道計 算 を行 い､ 電子 の透 過率や 飛 行時 間 の幅 の エ ネ ルギー

依存 性 を定量 的 に知 る こ とが で き た｡ エ ネルギー分解 能 は0.3 e

V程度 で あっ た｡

光 電子 分 光 装 置の空 間分解 能 を測定 す るため に､ シ リ コン (Si)

基板 に銀 (A g )を縞 状 に真 空蒸 着 した試料 を用 いた｡ S iとA ど

の境 界部 分 で試 料 を走 査 しなが ら､ 光電子 スペ ク トル を測定 した結

果､ 空間 分解 能 は 6JLmで あっ た｡ さ らに､ 試料 上 の 2次 元 の測定

点全 て につ い て 光電子 スペ ク トル を測定 し､ 表面 の画 像 を得 た｡ こ

の試 料 の Si上 に形 成 されたA g粒子 を検 出す る こ とが で き た｡

応 用 と して､ 銅 の 多結 晶表面 を観測 した｡ 多結 晶の一 部 に現 れ た

く111)結 晶面 を他 の部分 と区別 して観測 す る こ とが で き た｡
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